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南 条 殿 御 返 事 弘安三年九月 五九歳

はくまいひとふくろ、いも一だ給び了んぬ。 抑 故なんでうの七らうごらうどのゝ事、
白 米 一 袋 芋 駄 そもそも 南 条 郎 五 郎

いままではゆめかゆめか、まぼろしかまぼろしかとうたがいて、そらごとゝのみをもひ
夢 幻 疑 虚 言 思

て候へば、此の御ふみにもあそばされて候。さてはまことかまことかと、はじめてうた
始

がいいできたりて候。


